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在、行政評価はほとんどの自治体において取り入

れられていますが(注１)、本来、「何のために」行われ

るべきものなのでしょうか。現在のところ、事務事業評価

を中心に、改善策を見出して予算編成に活用したり、評

価結果を市民に対して公表したりするところが多いようで

すが、果たしてそれだけで十分でしょうか？ 

 

政評価は行政活動全般を評価するものですから、

市長の評価、すなわち信任につながるものであると

考えられます。したがって、行政活動に対する究極的な

評価は市長のマニュフェストの評価です。それを客観的

に「測定」された数値とその背景要因の「分析」結果で示

す必要があります。これに加えて、「よくやった」「不十分」

といった測定数値に対する「判定」を有権者が下すことに

なります。つまり、行政評価の一般的な体系は、「成果測

定」＋「分析」＋「判定（選挙）」という手順になります。い

わゆる計画行政は「政策‐施策‐事業」という階層で成り立

っています。その頂点に位置する「政策」に対する評価の

役割は毎年度の予算編成への反映というよりは、中長期

的な政策の総括、基本構想に位置づけられた政策目標

を具体化する基本計画の総括にあり、次の基本計画策

定のための検討材料として活用すべきものだと考えます。

したがって、この場合の評価の手順は、（「成果測定」）＋

「分析」＋「判定（基本構想・計画総括）」となります。 

 

方で、行政活動を中長期的なスパンで総括するだ

けではなく、緊縮する財政状況の中で、事業の選

択を行いメリハリのある予算編成を行うことも必要です。 

事務事業評価を予算編成に活用、あるいは参考として

いるケースは多いのですが、施策の目標を達成するため

の「手段」である事務事業については、事業単体でのア

ウトカム(注３)を測定しがたい傾向があるため、執行効率に

対する評価を行わざるを得ず、その評価結果をもって事

業選択をすることは必ずしも適切ではないと言えます。事

務事業評価は、「事業の執行効率」を高めることを目的と

することから、その評価手順は「執行効率測定」＋「分析」

＋「判定（事業執行効率良否）」となり、事業選択と資源

配分については施策ベースのアウトカムに対する評価に

よって行うべきであると考えられます。 

 

層の中段に位置する施策評価については、成果の

測定と同時に民意を最大限市政に反映することも

必要であることから、納税者の意向を推定し、かつ経営

判断が可能となる「市民納得度調査(注３)」を実施します。

したがって、事業間の相対的な優先順位を決定し事業

選択を行うこと目的とした施策評価の手順は（「効果測

定」＋「市民納得度」）＋「分析」＋「判定（事業選択）」と

いう手順になります。 

 

のように、行政活動全般を評価するためには、「政

策‐施策‐事業」という階層ごとに果たす役割が違う

点を考慮して、評価についても役割が違う点に着目しな

ければならないのです。三浦市版の行政評価では、「評

価」という一連のプロセスについて、階層毎に異なる評価

目的を明らかにし、「測定」「分析」「判定」という手順に分

類して設計していこうと考えています。 

 
(注１)：地方公共団体における行政評価の取組状況(2006)総務省 

(注２)：ここでは、事業実施によって現れる効果を指す。 

(注３)：詳細は、「隔週刊『政策経営』No.24～28 号」を参照。 

http://www.city.miura.kanagawa.jp/index/000108/014691.html 
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三浦市長の吉田ひでおです。１０月から職員が自身の一日を記録する「業務日誌」を

全庁的に導入しました。スポーツやアートの世界では時として「記録よりも記憶に残る」

ことが賞賛されますが、ビジネスで記憶に頼るのは禁物です。人を評価するときはもち

ろんのこと、業績の評価も、事業の進行管理も、職場でのいろいろな反省会も、ビジネ

スの現場では「記録」という事実に基づいて考え行動することがとても大切です。 

前号で「マニュアル」の大切さをお話しましたが、役に立つマニュアルも日々の業務

記録の積み重ねから生み出されるものだと思います。特定の人の記憶や思いこみに頼

ったマニュアルは現場を混乱させるだけでしょう。この１０月からは業績評価を含む人

事考課もスタートしました。新しいしくみに戸惑いもあるでしょうが、早く慣れて“当たり前

のこと”と感じるようになってほしいと思います。ビジネスの基本なのですから。

三三浦浦市市版版行行政政評評価価  

「「ぼぼっっここすすここせせええるる」」ととはは・・・・・・  
神奈川県三浦市には三崎弁と呼ばれる方言があります。「ぼっこす」は「ぶち壊す」の意味、「こせえる」は「こしらえる」という意味で

す。つまり、「ぼっこすこせえる」は「ぶち壊し、こしらえる」＝スクラップ＆ビルドという意味になります。 



いいつつだだっっててトトラライイ＆＆エエララーー  

トライ・アンド・エラー。試行錯誤。行政革命の実践を通じ

て私たちが経験した失敗とその打開策をご紹介します。 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

浦市では平成１６年度から人事考課を試行してい

ます。人事考課では、管理職が部下の日常業務に

おける特徴的な行動を「観察メモ」に記録し、この記録に

基づいた考課をするしくみとしています。考課者には

日々このことを忘れず、「観察メモ」をきちんと作成するこ

とが求められます。 

た、三浦市では平成１７年１１月から「業務量調査」

を実施しています。これは経営改善のために用い

られるＡＢＣ（Activity Based Costing：活動単位コスト計

算）の手法を準用することによって、これまで業務別に把

握されてこなかった従事時間を実測するものです。把握

された時間の使い方をもとに、似たような業務を実施する

うえでの時間の使い方（効率性）が職場によってどの程

度違うのか、季節や週によってどのような従事時間の変

動があるのかといったことを分析し、業務改善策を捻り出

そうという試みです。そのため、調査の対象となっている

職員（原則として課長以下全職員）は、毎日、業務のプロ

セスごとに要した時間をエクセルで作成したフォーマット

に入力することになっています。 

らに、今月（平成１８年１０月）からは、行政職全職員

に「業務日誌」を義務づけることになりました。これは、

「上司が部下の業務遂行状況やメンタルヘルスの状況な

どを把握し、部下への指導、助言を与える手がかりを得る

こと並びに苦情等重要事項の伝達を、口頭だけでなく書

面にすることで、仕事の基本である報告・連絡・相談及び

それらによる情報共有を確実にすることを目的として」

（「業務日誌の実施要領」より抜粋）実施するものです。職

員は毎日この「業務日誌」をつけ、自己管理をするととも

に、上司・部下の情報共有を図ります。 

上３つのしくみに共通しているのは「記録する」とい

うことです。今月号の「３Ｓ市長の経営視点」でも、

「記憶」ではなく「記録」に基づいたマネジメントが必要、と

の認識が示されています。部下の能力・態度等の記録、

業務従事時間の記録、自己の日常業務の記録、という３

つの記録は、いずれも重要な記録で

あり、人財育成、業務改善などを進

めるにあたってなくてはならないデ

ータです。三浦市役所でもようやく

「記録」に基づくマネジメントの素地

ができつつあるということがいえるで

しょう。 

方で、これら３つの記録システムは記録のための事

務作業を増やすことにもなります。重要な記録であ

ることも事実ですが、多少なりとも事務作業上の負荷とな

っていることも事実です。３つの記録システムの設計が同

時併行で検討されていれば、その負荷をいくらかでも減

らすことができたのでしょうが、残念ながらそうではありま

せんでした。それぞれ、人事考課、業務改善、情報共有

（報告・連絡・相談＝ホウレンソウ）というねらいをもって、

それぞれのスケジュールで設計、実施してきました。結果

的にマネジメントの基礎をなす記録システムであるという

本質的な共通性に気づいたわけですが、それぞれの設

計、実施過程ではそのような認識はあまり強くもっていま

せんでした。そのため、具体的事務作業としては、それぞ

れ別々のファイルにある別々のフォーマットに、別々の基

準で情報を入力するというしくみになっています。正直な

ところ、入力する立場になってみれば、いかにも煩雑で

面倒な事務作業です。これまでに、こうした記録をとる習

慣がなかっただけに、面倒くささもひとしおです。 

かし先述の通り、「記憶」ではなく「記録」に基づい

たマネジメントは必要不可欠です。三浦市役所に

その素地ができつつあるという状況を積極的に評価すべ

きだと考えます。「面倒くさいからヤダ」、「こんな煩雑なし

くみでやってられるか」と駄々をこねているわけにはいき

ません。面倒くささは、しくみの改善と習慣化によって、き

っと解消していきます。今しばらく、数

ヶ月の間はこれら３つの記録システム

を同時並行で稼働させ、その実践か

ら改良点を発見して、もっと効率的な

しくみへと改善したいと考えています。

やはり、トライ＆エラーを繰り返しなが

ら改善を重ねるしかなさそうです。 

 

 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  

市市場場化化可可能能性性調調査査にに着着手手ししまますす！！   
三浦市では、市が実施している業務のアウトソーシン

グを進めるため、本年度（平成１８年度）から「市場化

可能性調査」を実施することになりました。「市場化可

能性調査」は、アウトソーシングの受け手となる可能性

がある民間企業等から、アウトソーシングの方法などを

提案してもらい、市としての具体的方針を決定するため

の検討資料とするのがねらいです。アウトソーシングは

受け手があってはじめて実現します。それを確認しない

うちに行政で“理想的な”計画をつくるのは得策ではな

いと考えました。 

調査にあたっては、「市場化テスト推進協議会」にご

協力いただいています。同協議会は市場化テスト法の研

究と普及、問題点の指摘と改善提案等を行いながら、一

方では自治体市場化テストのしくみも模索している民

間の任意団体です。三浦市も会員となり、会員企業や会

員自治体との情報交換をさせていただいています。 

ご興味がおありでしたらHPをご参照ください。 

URL   http://www.market-testing.org/ 

E-mail  info@market-testing.org 
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次号（第４号）は１１月１６日発行です。




